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多くの罪なき者を殺すと恐れ
られた大将軍・源義家。藤原
北家の謀略から血で血を洗う
暗闘に発展。『平家物語』と
並ぶ秘伝の書が源氏と平氏の
隠された謎を解き明かす。

存在感を失い、誰にも気づか
れずに生きる “ビスケット ”。
かすかな気配を感じ取ること
ができる少年・ジェソンが救
出作戦を開始するが…韓国で
反響を呼ぶ話題作。

源家物語
真保裕一／著
徳間書店

ビスケット
キム・ソンミ／著
飛鳥新社

ビスケット

中央図書館：毎週月曜日、16 日（火）、26 日（金）
韮山図書館：毎週水曜日、23 日（火・祝）～ 26 日（金）

▲図書館HP

9 月の
休館日

◀休館日も
　利用できる
　電子図書館

中央図書館　13 日（土）11 時～
韮山図書館　27 日（土）11 時～
くぬぎ会館こども広場

18 日（木）10 時 10 分～
※事前申込不要

9月のおはなし会

休館期間／
9月 23 日（火・祝）～ 26 日（金）
　本、雑誌など、全ての所在を
確認するために必要な休館で
す。26 日（金）以外は中央図書
館をご利用いただけます。
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８
県
11
市
に
ま
た
が
る
８
エ
リ
ア
23
資

産
か
ら
な
る「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産　

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」

か
ら
、エ
リ
ア
８「
八や

幡は
た

」を
紹
介
し
ま
す
。

八
幡
エ
リ
ア
に
は
、「
官
営
八
幡
製
鐵て

つ

所
」

「
遠お

ん
が賀

川が
わ

水
源
地
ポ
ン
プ
室
」の
２
資
産

が
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

時
代
的
に
は
20
世
紀
初
頭
の「
産
業
化

の
完
成
」、
産
業
分
野
と
し
て
は「
製
鉄
・

製
鋼
」に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

福
岡
県
北
九
州
市
に
あ
る「
官
営
八
幡

製
鐵
所
」は
、
鉄
鋼
需
要
の
高
ま
り
を
受

け
て
、
日
本
初
の「
銑せ

ん

鋼こ
う

一
貫
製
鉄
所
」

と
し
て
、
明
治
29（
１
８
９
６
）年
に
建

設
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
34

（
１
９
０
１
）年
に
は
、
第
一
高
炉
に
火

が
入
れ
ら
れ
、操
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
最
新
技
術
を
導
入
し
、
さ
ら
に

野の

呂ろ

景か
げ

義よ
し

ら
日
本
の
技
術
者
に
よ
る
改
良

を
経
て
操
業
が
軌
道
に
乗
り
、
明
治
43

（
１
９
１
０
）年
に
は
鋼
材
生
産
15
万
ｔ

その 243
明治日本の
産業革命遺産
～八幡～

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
日
本
有
数
の
製
鉄
所
と
し

て
鉄
鋼
業
界
を
牽け

ん

引い
ん

し
、
現
在
も
日
本
製

鉄
九
州
製
鉄
所
八
幡
地
区
と
し
て
稼
働
し

て
い
ま
す
。
工
場
群
の
う
ち
、「
旧
本
事
務

所
」「
旧
鍛か

冶じ

工
場
」「
修

し
ゅ
う

繕ぜ
ん

工
場
」が
世
界

文
化
遺
産
の
構
成
資
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
岡
県
中な

か

間ま

市
に
所
在
す
る

「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」は
、
製
鉄

に
必
要
な
大
量
の
水
を
供
給
す
る
施
設
で

す
。
明
治
43（
１
９
１
０
）年
に
完
成
し
た

れ
ん
が
造
り
の
建
物
は
、「
稼
働
資
産
」と

し
て
今
も
製
鉄
所
に
水
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
試
行
錯
誤
の
挑
戦
」で
あ
っ
た
韮
山

反
射
炉
か
ら
お
よ
そ
50
年
。エ
リ
ア
８「
八

幡
」は
、
ま
さ
に
、
日
本
に
お
け
る
産
業

革
命
の
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、
全
23
資
産

が
つ
な
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
の
到
達
点
を
、
私

た
ち
に
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
い
ず
れ
も
非
公
開
施
設
の
た

め
、
通
常
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
。

外
部
か
ら
の
眺
望
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
詳
細

は
、
各
資
産
の
Ｈ
Ｐ
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
８

　

仮
置
場
に
災
害
廃
棄
物
を
搬
入
す
る
際
の
注
意
点

①
市
か
ら
仮
置
場
開
設
の
案
内
が
あ
る
ま
で
は
、
仮
置
場

候
補
地
に
ご
み
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
仮
置
場
に
搬
入
で
き
る
の
は
、
災
害
廃
棄
物
に
限
り
ま

す
。
生
活
ご
み（
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
、
生
ご
み
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
ビ
ン
、
缶
な
ど
）は
仮
置
場
に
搬
入
で
き
ま

せ
ん
。

③
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
付
時

に
搬
入
届
を
記
載
す
る
た
め
、
ご
み
の
発
生
場
所（
住

所
）を
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

④
事
前
に
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。ス
ム
ー
ズ
な
搬
入
や
、

復
興
に
向
け
た
円
滑
な
処
理
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑤
災
害
発
生
前
か
ら
の
ご
み
な
ど
、災
害
と
関
係
な
い「
便

乗
ご
み
」は
、
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

　

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

ま
ず
は
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
災
害
廃
棄
物
に
つ

い
て
市
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

適
切
な
処
理
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
時
、
ご
み
は
ど
う
す
る
の
？
②

問
廃
棄
物
対
策
課　

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
１

韮山図書館は特別整理期間
のため休館します

た
▲官営八幡製鉄所旧本事務所

（写真提供：日本製鉄（株）九州製鉄所）

右
う

原
は ら

和
か ず

摩
ま

　

今
年
度
、
新
た
に
市
消
防
団
本
部
長
に

就
任
し
た
右
原
和
摩
さ
ん
。
平
成
14
年
度

に
消
防
団
へ
入
団
、
令
和
元
年
度
に
は
第

11
分
団
長
を
務
め
、
10
年
間
の
現
場
を
経

て
本
部
長
に
な
っ
た
今
、
感
じ
て
い
る
こ

と
や
、
防
災
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
で
右
原
さ
ん
が
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
現
場
は
、
令
和
元
年
台
風

19
号
で
し
た
。
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
関

東
・
東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
こ
の
台
風
襲
来
時
に
分
団
長
だ
っ
た

右
原
さ
ん
は
、
団
員
た
ち
へ
巡
回
指
示
を

出
す
べ
き
か
葛
藤
し
ま
し
た
。「
団
員
の

命
を
預
か
る
立
場
と
し
て
、暴
風
雨
の
中
、

巡
回
さ
せ
る
の
は
本
当
に
怖
か
っ
た
」と

災
害
は「
他ひ

人と

事ご
と

」で
は
な
く

「
自じ

分ぶ
ん

事ご
と

」で
あ
る

第 39 回

伊豆の国市消防団本部長

さん

当
時
の
心
境
を
語
り
ま
す
。
し
か
し
、
団

員
た
ち
に
巡
回
指
示
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
に
は
、「
自
分
の
命
を
最
優
先
に

し
て
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
市
民
の
安

全
を
守
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
」。
結
果
と

し
て
団
員
全
員
が
無
事
だ
っ
た
の
は
、
日

頃
の
訓
練
の
賜た

ま

物も
の

だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

右
原
さ
ん
が
こ
の
経
験
か
ら
得
た
教
訓

は
「
日
頃
の
備
え
こ
そ
が
一
番
の
災
害
対

策
」。
こ
の
言
葉
は
、
本
部
長
と
な
っ
た

今
も
胸
の
奥
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
で
異
常
気
象
に
よ
る
災
害

が
多
発
し
、
い
つ
伊
豆
の
国
市
で
大
災
害

が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

「
他
の
地
域
で
の
災
害
ニ
ュ
ー
ス
を『
他ひ

人と

事ご
と

』と
し
て
聞
き
流
さ
ず
、『
自じ

分ぶ
ん

事ご
と

』

と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
。
災
害
時
に
落
ち

着
い
て
消
防
団
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
、
訓
練
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
い
ざ

と
い
う
時
に
冷
静
に
行
動
で
き
ま
す
」。

　

右
原
さ
ん
の
話
か
ら
、
日
頃
の
備
え
の

大
切
さ
が
分
か
り
ま
す
ね
。
８
月
31
日
の

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人

も
、
こ
の
機
会
に
災
害
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
今
こ
の
瞬
間
に
災
害
が
起

こ
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

そ
の
想
像
力
が
、
あ
な
た
自
身
や
大
切
な

人
の
命
を
守
り
ま
す
。

▲消防団員
募集中


